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古
代
葬
制
と
積
宮
挽
歌
と

桂

芳

久

八
死V
は
祭
出
に
よ
っ
て
初
め
て
表
現
を
も
っ
た
。
古
事
記
は
加
久
矢
に
あ
た
っ
て
死
ん
だ
天
若
日
子
の
死
後
の
保
子
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
か
れ
天
若
日
子
が
妻
下
照
る
比
買
のm大
く
盤
、
風
の
む
た
特
き
て
天
に
到
り
き
。
こ
こ
に
天
な
る
天
若
日
一
ナ
が
父
天
津
園
玉
の
神
、
ま
た
そ
の
妻
子
ど
も

聞
き
て
、
降
り
来
て
尖
き
悲
み
て
、
其
慮
に
喪
屋
を
作
り
て
、
河
腐
を
岐
佐
川
山
持
と
し
、
品
川
を
い
加
持
と
し
、
翠
烏
を
御
食
人
と
し
、
雀
を
碓
文
と
し
、
姫
子
を

間
犬
女
と
し
、
か
く
行
ひ
定
め
て
、
日
八
日
夜
八
夜
を
遊
ぴ
た
り
き
午

で
あ
る
。

葬
儀
に
つ
い
て
の
初
出
の
資
料
で
あ
る
が
、
と
こ
で
は
次
の
二
点
に
注
目
す
る
。
「
立
（
慮
に
喪
屋
を
作
り
て
」
と
「
日
八
日
夜
八
夜
遊
び
た
り
き
」
の
部
分

於
－
主
（
庭
一
作
一
一
喪
屋
一

作
一
一
喪
屋
｝
窺
央
之

日
八
日
夜
八
夜
遊
也

八
日
八
夜
一
階
央
悲
歌

（
古
事
記
）

（
日
本
書
紀
）

（
古
事
記
）

（
日
本
書
紀
）
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葬
儀
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
喪
屋
を
つ
く
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
つ
ま
り
こ
の
喪
屋
が
、
「
日
並
皇
子
尊
の
贋
宮
の
時
、
柿
本
朝
巨
人
麻
巴
の
作
る
歌
」
（
巻

一
六
七
）
な
ど
の
場
合
の
贋
宮
（
あ
ら
き
の
み
や
、
或
は
、
も
が
り
の
み
や
）
に
あ
た
る
。
窺
宮
と
は
貴
人
が
死
ぬ
と
一
定
の
期
間
屍
体
を
賓
過
し
て
い

た
時
股
（
喪
屋
）
の
こ
と
で
あ
る
。

ひ
ル
れ
ん

な
ぜ
こ
う
し
た
精
一
徹
の
儀
が
行
わ
れ
た
か
。
そ
れ
は
、
日
本
の
古
代
信
仰
で
は
、
死
ぬ
も
の
は
生
き
返
っ
て
来
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
へ
て
日
る
か
ら
、

①
 

本
道
の
死
と
い
ふ
こ
と
は
な
い
、
か
ら
で
あ
り
、
死
者
の
蘇
生
を
信
じ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

原
始
古
代
人
に
と
っ
て
、
生
と
死
は
混
沌
未
分
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
次
第
に
死
ぬ
も
の
は
生
き
返
っ
て
こ
な
い
と
い
う
意
識
を
は
ぐ
く
ん
だ
の
は
悌
教
で
あ

り
、
最
も
具
体
的
な
賓
例
は
火
葬
で
あ
っ
た
。

わ
が
国
で
の
火
葬
の
始
め
の
記
録
と
し
て
は
、
績
日
本
紀
巻
一
の
僧
道
昭
の
一
死
去
の
条
が
初
出
で
あ
る
。
そ
れ
は
文
武
天
皇
四
年
（
七

O
O
年
）
三
月
巳
未

で
あ
る
。

（
道
昭
は
百
済
の
王
辰
爾
の
子
孫
で
難
波
津
の
踊
化
人
船
志
樟
の
子
で
六
五
三
年
店
に
渡
り
、
玄
非
三
識
に
師
事
し
て
禅
定
を
習
っ
て
六
六
一
年
踊

弟
子
等
奉
一
一
遺
教
一
火
ニ
葬
於
栗
原
→
天
下
火
葬
従
レ
此
而
始
也
。
世
伝
伝
、
火
葬
阜
、
親
族
与
ニ
弟
子
一
相
争
、
欲
下
取
ニ
和
上
主
百
数

e
之
、
瓢
凪
忽
起
、
吹
ニ
蹴
灰
- 16 -

園
し
、
南
部
元
興
寺
の
東
南
隅
に
禅
院
を
建
て
、
わ
が
園
に
本
格
的
な
悌
教
を
侍
え
た
）

骨
一
終
不
レ
知
日
孟
（
処
一
時
人
異
長
。

文
字
の
記
録
に
よ
る
と
文
武
天
皇
四
年
（
七

O
O
）
に
初
め
て
わ
が
国
で
火
葬
が
行
わ
れ
た
乙
と
に
な
る
の
だ
が
、
こ
う
し
た
記
録
は
必
ず
し
も
正
確
で
は

な
い
だ
ろ
う
。
日
本
書
紀
の
併
教
渡
来
の
記
事
の
よ
う
に
。

そ
れ
よ
り
も
こ
の
記
事
で
注
意
す
べ
き
は
、
道
昭
を
火
葬
に
ふ
し
て
、
骨
を
拾
う
と
き
に
突
如
風
が
吹
い
て
骨
が
四
散
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は

質
際
に
起
っ
た
吠
態
を
記
制
し
た
の
で
は
な
い
。
火
葬
は
ヤ
キ
ハ
フ
リ
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ハ
フ
ル
と
い
う
語
が
使
用
さ
れ
た
最
も
古
い
文
例
は
、
古
事
記
の

速
須
佐
之
見
命
が
出
主
で
大
蛇
を
退
治
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

お
う
ち
は
ふ
な

「
立
（
の
仰
何
せ
る
十
字
鰐
を
抜
き
て
、
其
の
蛇
を
切
り
散
り
た
ま
ひ
し
か
ば
、
肥
河
血
に
愛
り
て
流
れ
き
。
」

は
ふ

葬
（
ハ
フ
ル
）
は
散
る
が
語
源
で
あ
り
、
骨
を
撤
き
散
ら
す
風
習
が
あ
っ
た
こ
と
を
一
不
す
。
高
葉
集
に
も
、

O
秋
津
野
を
人
の
か
く
れ
ば
、
朝
撤
き
し
君
が
思
ほ
え
て
、
嘆
き
は
や
ま
ず

（
在
第
七

一
四O
五
）



。
た
ま
づ
さ
の
妹
は
玉
か
も
。
あ
し
び
き
の
清
き
山
濯
に
撒
け
ば
、
散
り
ぬ
る

（
巻
第
七

一
四
一
五
）

こ
れ
ら
の
歌
は
遺
骨
を
粉
に
し
て
風
に
拙
き
ち
ら
す
凪
非
が
花
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
。
し
か
し
こ
の
非
法
は
、
大
識
と
も
称
し
平
安
朝
の
淳
和
上
皇
の
死

①
 

（
八
四O
年
）
の
匂
合
の
よ
う
に
、
御
骨
叫
粉
、
奉
散
大
原
野
田
山
嶺
上
。
「
約
日
木
後
紀
」
と
あ
る
ご
と
く
、
宮
廷
で
最
初
に
火
葬
を
選
ん
だ
持
統
上
主
の
崩

御
（
七
O
二
年
）
よ
り
後
世
に
ひ
ろ
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

蹟
紋
の
儀
は
あ
く
ま
で
も
村
山
魂
（
た
ま
ふ
り
）
の
儀
礼
で
あ
る
か
ら
、
肉
体
を
焼
却
す
る
火
非
を
基
位
と
し
て
は
本
質
的
に
成
立
し
な
い
。

仲
哀
紀
に
顕
微
の
文
字
は
初
め
て
み
え
る
。
即
ち

『
痛
に
天
皇
の
屍
を
収
め
て
武
内
宿
禰
に
付
け
て
町
内
路
よ
り
ん
八
円
に
一
巡
り
て
、
盟
仙
の
宮
に
蹟
し
火
無
し
贋
数
を
為
し
給
ひ
き
。
」

日
本
書
紀
は
仲
一
及
天
皇
のE
M加に
は
じ
ま
っ
て
、
天
武
天
皇
の
蹟
紋
の
依
を
も
っ
て
長
一
川
湖
に
述
し
た
こ
と
を
侍
え
て
い
る
。
し
か
も
丁
度
こ
の
時
代
は
、
ほ

③
 

ぼ
三
、
四
世
紀
の
こ
ろ
か
ら
開
始
さ
れ
、
七
世
紀
末
の
こ
ろ
ま
で
存
続
し
た
十
日
治
時
代
に
あ
た
る
O
R
人
を
土
非
し
た
の
が
十
日
杭
時
代
で
あ
る
が
、
4
4
J
徳
紀
に

が
、
八
世
紀
の
初
頭
に
持
統
上
主
の
火
葬
に
よ
る
非
制
の
激
変
を
無
祝
で
き
ぬ
。
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よ
る
と
大
化
二
年
（
六
四
六
年
）
に
詰
非
令
で
身
分
に
よ
っ
て
五
の
規
棋
や
夫
役
の
延
人
員
数
を
制
限
し
た
た
め
に
、
古
墳
時
代
の
終
お
を
は
や
め
た
だ
ろ
う

屍
体
を
保
存
し
、
遊
離
し
た
魂
を
歌
を
唱
へ
舞
踊
を
行
っ
て
身
体
に
つ
け
よ
う
と
魂
ふ
り
を
な
し
て
い
た
古
来
の
非
法
に
対
し
て
、
肉
体
を
骨
と
灰
に
焼
い

て
し
ま
う
火
葬
は
、
当
然
古
代
人
の
死
に
対
す
る
意
識
を
決
定
的
に
変
化
さ
せ
た
。

か
む
あ
が
り

天
皇
の
死
は
常
に
己
別
」
で
あ
っ
て
、
死
を
死
と
し
て
認
識
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
従
っ
て
天
武
帝
の
場
合
、
頭
数
の
儀
は
貨
に
二
年
二
カ
月
に
わ
た
っ

ぴ
ん
き
ゅ
う

て
執
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
古
代
最
大
の
規
模
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
天
武
帝
の
蹟
宮
依
理
の
椋
子
を
白
木
書
紀
か
ら
引
用
し
て
み
よ
う
。

お
ほ
み
や
か
む
あ
が

朱
烏
元
年
（
六
八
六
年
）
九
月
九
日
天
皇
正
宮
に
崩
り
ま
し
き
。

み
ね
た
て
ま
つ
も
恒
り

始
め
て
詮
宍
り
、
す
な
は
ち
一
殖
の
宮
を
南
の
庭
に
起
て
き
。

み
ね
た
て
ま
っ

南
の
庭
に
潰
し
て
、
す
な
は
ち
一
委
哀
り
き
。

み
け
し
？
て
ま
つ

L
の
ひ
ど
と

僧
尼
ら
殖
の
庭
に
護
哀
。
は
じ
め
て
奨
進
り
、
す
な
は
ち
訣
た
て
ま
つ
り
き
。

九
月
十
一
日

九
月
二
十
四
日

九
月
二
十
七
日

（
七
人
）

九
月
二
十
八
日

僧
厄
ら
贋
の
庭
に
m犬
。
訣
た
て
ま
つ
る
者
五
人
。



九
月
二
十
九
日

僧
尼
ら
の
霊
泉
。
諌
た
て
ま
つ
る
在
凹
人
。

九
日
川
三
十
日
山
山
旧
尼
護
哀
。
百
済
の
王
良
氏
、
百
一
清
の
王
主
光
に
代
り
て
誌
し
、
次
に
園
園
の
造
等
の
各
訣
。
種
々
歌
備
を
ぷ
〈
す
。

i
v
v
u
h

リ
h
uき
お
Y
Jみ

天
門
ど
の
た
め
に
五
に
す
に
て
何
法
大
曾
。
（
盛
大
な
法
会
）

月

九
日

み
ね
た
て
ま
つ
も
の
ま
を
す
っ
か
さ

持
続
元
年
（
六
八
七
年
）
一
日
一
日
旦
太
子
（
日
並
円
よ
子
昨
）
、
公
卿
百
祭
人
た
ち
を
ひ
き
い
て
墳
の
宮
に
い
で
ま
し
、
働
央
る
。
納
言
訣
す
。
種
。
諌

も
う
も
う
は
ふ
し
た
ら
か
し
は
？
の
つ
か
さ
山
か
み
み
け

を
へ
て
衆
目
護
哀
。
次
に
知
山
木
謹
一
及
。
十
本
膳
が
実
一
本
る
。
箕
を
は
り
て
膳
部
、
采
女
た
ち
設
反
。
楽
口
長
祭
。

月
二
十
日

旦
太
子
働
山
犬
。
光
来
し
た
が
ひ
て
護
哀
。

け
ま
に
花
鰻
を
墳
の
宮
に
た
て
ま
つ
る
。
丹
比
畏
人
麻
日
誌
。

一
月
五
日

五
月
二
十
二
日

皇
太
子
、
積
宮
に
て
働
山
犬
。
隼
人
大
隅
た
ち
誌
。

昭
一
の
宮
に
て
也
九

八
月
五
日

九
月
九
日

お
司
み
そ

八
月
二
十
八
日
天
皇
（
即
位
は
未
だ
な
さ
ず
）
、
光
ぃ
恰
の
仰
服
で
縫
っ
た
袈
裟
を
一
向
僧
た
ち
に
典
へ
る
。
飛
鳥
寺
に
て
。

こ
き
お
が
み

園
忌
の
環
。
（
先
帝
崩
仰
の
忌
日
の
法
曾
）

~ 18 ー
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日

十
討
を
税
引
、
の
宮
に
設
け
る
。

ート
月

日

皇
太
子
、
大
内
の
陵
を
築
き
は
じ
め
さ
す
。

持
統
二
年
一
月
一
日

旦
太
子
、
演
の
宮
に
て
働
山
犬
。

一
月
二
日

党
内
示
、
蹟
のL討
に
て
護
一
及
。

三
A

二
十
一
日

花
山
慨
をz
w
m
／
の
宮
に
た
て
ま
つ
る
。
藤
原
羽
巨
大
同
誌
。

八
月
十
日

前
一
の
宮
に
台
し
て
働
央
。
大
伴
宿
耐
支
麻
日
誌
。

み
は
ふ
り

伊
勢
の
王
に
命
じ
て
非
の
儀
を
の
べ
し
め
る
。

と
’
よ
り
の
く
に

山
一
よ
大
千
、
公
叩
百
浪
人
手
と
請
者
（
明
治
の
諸
国
）
の
宜
主
と
を
ひ
き
い
てe賢
官
に
い
で
ま
し
て
働
山
犬
り
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
箕
奉
り
て
、

八
月
十
一
日

十
一
日
目
日

問
問
の
白
川
を
長
り
、
諸
出
は
各
己
が
先
祖
浮
の
仕
へ
ま
つ
れ
る
状
を
挙
げ
て
、
た
が
ひ
に
す
す
み
て
諌
し
き
。



十
一
月
五
日

蝦
夷
百
九
十
飴
人
調
賦
負
ひ
に
な
ひ
て
訣
し
きc

止
ま
つ
九
三J
y
oし

布
勢
朝
刊t
御
主
人
、
大
伴
初
繭
仰
行
、
た
が
ひ
に
辺
み
て
訣
し
、
信
倍
尻
（
人
初
日
徳
、
旦
担
等
の
胎
料
ら
し
め
し
次
第
を
訣
し
ま
つ
り
き
む

を
き

程
な
り
。
士
口
に
は
日
嗣
と
云
ふ
。
畢
り
て
大
内
の
陵
に
葬
め
ま
つ
り
き
。

十

月
十

日

蹟
宮
の
儀
式
に
お
い
て
は
、
天
皇
が
生
存
し
て
い
る
時
と
同
じ
よ
う
に
食
事
を
あ
た
え
、
歌
偽
を
行
っ
て
い
る
。
乙
う
し
た
古
代
葬
法
を
日
本
書
紀
の
記
述

で
調
べ
て
み
る
と
、
二
重
構
造
と
な
っ
て
い
る
の
に
気
づ
く
。
即
ち
、
喪
一
嘘
（
み
も
の
こ
と
）
と
葬
穂
（
み
は
ふ
り
の
こ
と
）
で
あ
る
。

喪
植
は
允
恭
紀
に

ζ

き
し
か
作
あ
が
う
た
ま
ひ
び
と
は

「
こ
こ
に
新
羅
の
王
、
天
皇
叫
に
崩
り
た
ま
ひ
き
と
問
き
て
、
桃
川
き
愁
へ
て
、
調
の
船
八
十
服
、
ま
た
粍
々
の
繁
人
八
十
を
立
上
り
き
。
と
れ
割
吊
に
泊
て
て

み
ね
あ
き
の
主
向
き

い
た
く
央
し
ま
つ
り
、
筑
紫
に
到
り
て
ま
た
い
た
く
央
し
ま
つ
り
、
川
脱
出
、
昨
に
泊
て
て
ほ
、
背
京
肌
て
、
志
に
御
前
を
捧
げ
、
ま
た
種
々
の
禦
器
を
張
り
て
、

い
書
ま
ゐ
つ
ど

難
波
よ
り
京
に
至
り
て
、
或
は
突
き
泣
ち
、
或
る
は
鉱
山
ひ
歌
ひ
、
遂
に
照
一
の
宮
に
参
入
骨
日
ひ
き
。
冬
十
一
月
、
新
羅
の
弔
使
等
、
喪
曜
版
に
関
み
て
還
り
き
。
・
：

冬
十
月
、
民
午
の
朔
に
し
て
己
卯
の
日
、
河
内
の
長
野
の
院
に
天
皇
を
葬
め
ま
つ
り
き
。
」
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推
古
紀
に
は
同
じ
く
喪
理
に
つ
い
て
、

お
は
に
は

『
（
三
十
六
年
春
二
月
）
発
丑
の
日
、
天
皇
出
り
た
ま
ひ
き
。
す
な
は
ち
南
庭
に
殖
し
ま
つ
り
き

0

・
：
秋
九
月
乙
己
の
朔
に
し
て
戊
午
の
目
、
始
め
て
天
皇
の

み
も
の
乙
と

喪
曜
を
起
し
き
。
こ
の
時
、
群
一
位
各
殖
の
宮
に
誌
ま
を
し
き
。
』

み
き
さ
い
さ

右
の
引
用
に
よ
り
、
市
民
一
雄
は
喪
に
こ
も
る
長
期
間
の
非
儀
を
意
味
し
、
葬
曜
の
方
は
喪
曜
の
期
間
に
あ
る
屍
を
陵
に
お
さ
め
る
儀
式
の
こ
と
で
あ
る
。
例
え

み
は
ふ
り
の
ζ
と

ば
、
安
康
紀
の
四
十
二
年
の
右
正
月
、
天
皇
出
り
ま
し
き
。
冬
十
月
、
葬
躍
畢
り
き
、
の
場
合
の
よ
う
に
、
非
理
は
蹟
宮
か
ら
陵
に
屍
を
移
し
納
め
る
儀
式
で

は
む
み
は
ふ
り

あ
る
。
歪
仁
紀
に
土
部
迎
等
が
天
皇
の
非
理
を
つ
か
さ
ど
る
由
来
を
の
べ
て
い
る
が
、
古
川
悦
造
り
に
関
係
が
あ
る
の
が
土
部
町
な
の
で
あ
る
。

喪
程
（
み
も
の
こ
と
）
の
期
間
は
、
も
に
能
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
聞
に
さ
ま
ざ
ま
な
蹟
官
民
理
が
お
こ
な
わ
れ
、
山
（
魂
の
行
事
が
完
了
し
た
時
に
非
一
嘘

（
み
は
ふ
り
の
こ
と
）
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
非
曜
の
時
期
は
冬
の
は
ず
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
魂
を
出
着
さ
せ
る
た
め
に
は
、
政
重
な
も
の

｜
｜
④
 

い
み
が
行
は
れ
た
の
で
、
其
が
遂
げ
ら
れ
た
と
き
に
、
外
来
魂
が
来
触
し
て
内
在
魂
と
な
る
。
此
が
ふ
ゅ
の
行
事
で
、
此
儀
謹
が
た
ま
ふ
り
と
云
う
た
。



マh
v。

か
か
あ
が

次
の
表
は
、
神
式
よ
り
天
武
ま
で
の
天
皇
の
崩
り
し
た
年
月
日
と
、
陵
に
屍
を
納
め
る
葬
穫
が
行
わ
れ
た
年
月
日
と
を
日
本
書
紀
か
ら
作
成
し
た
も
の
で
あ

2 3 4 5 6 7 8 18 17 16 15 14 13 12 11 10 

話神綬安掛
＂＇位、孝孝孝孝

9 

昌
一
小

垂景「戊中14
』底仁履反

r寸

弓

七
十
六
年
春
三
月
十
一
日

三
十
三
年
夏
五
月
十
口

三
十
八
年
冬
十
二
月
六
日

三
十
四
年
秋
九
月
八
日

八
十
三
年
秋
八
月
五
日

百
二
年
春
正
月
九
日

七
十
六
年
春
二
月
八
日

五
十
七
年
秋
九
月
二
日

六
十
年
夏
四
月
九
日

六
十
八
年
冬
十
二
月
五
日

九
十
九
年
秋
七
月
一
日

六
十
年
冬
十
一
月
七
日

六
十
年
夏
六
月
十
一
日

九
年
春
二
月
六
日

四
十
一
年
春
二
月
十
五
日

八
十
七
年
春
正
月
十
六
日

六
年
春
三
月
十
日

五
年
春
正
月
二
十
三
日

f卸

武靖出
向
宇

訂
以

’
F点
下昭安F担，

一二

辺正化元神仁行務及神徳中正

日

－~ 
~4 

ジ子

理

日

明
年
秋
九
月
十
二
日

明
年
冬
十
月
十
一
日

明
年
秋
八
月
一
日

明
年
冬
十
月
十
三
日

孝
安
帝
三
十
八
年
秋
八
月
十
四
日

同
年
秋
九
月
十
三
日

孝
元
帝
六
年
秋
九
月
六
日

開
化
帝
五
年
春
二
月
六
日

同
年
冬
十
月
三
日

明
年
秋
八
月
十
一
日

同
年
冬
十
二
月
十
日

成
務
帝
二
年
冬
十
一
月
十
日

明
年
秋
九
月
六
日

臆
神
帝
二
年
冬
十
一
月
八
日

同
年
。
月
日
不
明

同
年
冬
十
月
七
日

同
年
冬
十
月
四
日

允
恭
帝
五
年
冬
十
一
月
十
一
日
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39 38 37 36 35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 40 

斎天 允安雄清顕仁武継安
E圭コe
LJ 欽敏用九

日

.. 
，
一
一
〆

f住釘’白
よ己孝天日ム

恭

四
十
二
年
春
正
月
十
四
日

三
年
秋
八
月
九
日
（
殺
）

二
十
三
年
秋
八
月
七
日

五
年
春
正
月
十
六
日

三
年
夏
四
月
二
十
五
日

十
一
年
秋
八
月
八
日

八
年
冬
十
二
月
八
日

二
十
五
年
春
二
月
七
日

J;,Jt 日各
，＿，ア

>T三
r.;:z 
ι三1果｛瞳閑

二
年
冬
十
二
月
十
七
日

イ七

四
年
春
二
月
十
日

明

三
十
二
年
春
四
月

十
四
年
秋
八
月
十
五
日

二
年
夏
四
月
九
日

元
年
秋
七
月
二
十
三
日
（
自
殺
）

朱
烏
元
年
秋
九
月
九
日

達明H皮

五
年
冬
十
一
月
三
日
（
殺
）

三
十
六
年
春
二
月
七
日

十
三
年
冬
十
月
九
日

古明極

（
斎

明
、J

中m
u

,FJl 

五
年
冬
十
月
十
日

七
年
秋
七
月
二
十
四
日

十
年
冬
十
二
月
三
日

明智文武

周
年
冬
十
月
十
日

年
後

荷
車
帝
元
年
冬
十
月
九
日

同
年
冬
十
一
月
九
日

一
仁
賢
帝
元
年
冬
十
月
三
日

同
年
冬
十
月
五
日

継
瞳
帝
元
年
冬
十
月
三
日

同
年
冬
十
二
月
五
日

回
五五

月

同
年
冬
十
一
月
十
七
日

同
年
秋
九
月

崇
峻
帝
四
年
夏
四
月
十
三
日
（
六
年
後
）

同
年
秋
七
月
二
十
一
日
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目
λ三

日

同
年
冬
十
月
十
八
日

皇
極
帝
元
年
冬
十
一
一
月
二
十
一
日

同
年
冬
十
二
月
八
日

天
智
帝
六
年
春
二
月
二
十
七
日

持
続
帝
二
年
冬
十
一
月
十
一
日



安
成
、
山
宗
岐
、
弘
文
の
他
殺
自
殺
の
三
帝
と
不
明
の
二
帝
を
の
ぞ
く
三
十
四
名
の
う
ち
、
葬
理
が
冬
の
場
合
が
二
十
二
で
過
半
数
以
上
を
占
め
て
い
る
。
特

に
歴
史
時
代
に
入
っ
て
か
ら
は
殆
ん
ど
が
冬
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
も
葬
植
は
冬
の
祭
り
で
あ
っ
た
こ
と
が
証
明
で
き
る
。
そ
れ
と
同
時
に
右
の
表

①
 

は
、
互
に
芥
穫
が
皆
無
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
立
の
祭
と
い
う
も
の
は
上
代
に
少
な
か
っ
た
と
い
う
説
を
実
証
す
る
こ
と
に
も
な
る
。

山
出
御
後
、
ほ
と
ん
ど
が
一
年
以
肉
に
非
理
を
υ
っ
て
い
る
こ
と
は
、
贋
紋
の
儀
が
そ
れ
だ
け
の
期
間
だ
っ
た
わ
け
で
、
次
第
に
山
火
種
が
短
縮
さ
れ
て
き
た
。

特
例
と
し
て
不
出
の
抗
に
あ
っ
た
場
合
は
、
同
じ
月
ば
か
り
か
即
日
に
非
理
を
行
っ
て
い
る
が
、
死
Z
M
K怖
の
た
め
で
は
な
く
、
む
し
ろ
死
者
を
早
川
叫
に
蘇
生

さ
せ
よ
う
と
す
る
釦
、
魂
の
櫨
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。

十
民
に
能
っ
て
い
る
蹟
宮
の
儀
式
の
う
ち
で
、
天
武
舟
の
場
合
の
引
用
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
最
も
主
大
な
も
の
は
、
議
哀
と
誌
で
あ
る
。

な
き
め

ミ
ネ
と
は
悲
し
み
に
み
ち
た
音
控
を
護
し
て
、
遊
離
し
た
魂
を
呼
ぷ
行
為
で
あ
る
。
木
来
は
女
性
の
役
割
で
あ
っ
た
。
天
若
日
子
の
蹟
り
の
と
き
突
女
が
い

る
。
魂
可
び
の
神
宮
調
は
さ
ま
ざ
ま
あ
っ
て
、
立
日
紫
の
機
能
を
は
た
し
て
い
た
だ
ろ
う
。
天
武
帝
の
贋
り
の
と
き
に
ミ
ネ
す
る
の
は
僧
尼
た
ち
で
あ
り
、
そ
の
後

に
男
性
が
訣
（
し
の
び
ど
と
）
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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天
武
帝
の
場
合
に
は
、
も
は
や
日
本
十
日
米
の
贋
官
の
れ
小
山
は
い
と
な
ま
れ
て
い
な
い
。
異
国
の
宗
教
で
あ
る
悌
教
が
急
速
に
普
及
し
、
照
（
官
の
庭
で
悌
事
が

行
わ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
日
本
書
紀
の
記
録
者
は
、
二
つ
の
点
だ
け
注
意
ぷ
か
く
扱
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
の
一
つ
は
、
皇
太
子
が
ミ
ネ
す
る
と
き
の
文
字
は

必
ず
〈
働
央
〉
と
書
き
、
僧
尼
や
党
衆
そ
の
他
の
場
合
の
〈
登
哀
〉
や
〈
蛮
央
〉
の
文
字
を
殆
ん
ど
使
っ
て
い
な
い
。
乙
の
使
い
わ
け
は
地
位
に
よ
る
も
の
で

あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
ミ
、
不
そ
の
も
の
に
相
述
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

第
二
の
点
は
、
蹟
宮
の
場
に
皇
太
子
は
公
卿
百
宗
人
た
ち
を
し
た
が
え
て
、
し
ば
し
ば
働m大
し
て
い
る
が
、
皇
位
継
承
者
は
そ
の
よ
う
な
行
為
は
な
さ
な

い
。
頭
数
の
儀
の
士
役
は
一
度
も
現
わ
れ
な
い
天
武
帝
の
皇
后
で
あ
り
、
次
の
皇
位
を
つ
ぐ
者
は
蹟
宮
に
閉
じ
能
っ
て
も
の
忌
み
し
て
い
る
こ
と
を
暗
示
し
て

い
る
。
つ
ま
り
大
行
天
皇
と
呼
ぶ
人
だ
。

護
哀
と
訣
（
し
の
び
ご
と
）
は
、
蹟
宮
に
祭
っ
て
い
る
死
ん
だ
先
帝
に
対
し
て
む
け
ら
れ
る
形
式
を
と
っ
て
い
る
が
、
実
際
は
宿
一
宮
に
詑
っ
て
い
る
次
の
皇

位
を
つ
ぐ
大
行
天
皇
に
あ
た
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

誌
は
有
力
者
や
帰
順
し
て
い
る
部
族
の
首
長
な
ど
が
一
及
川
町
と
忠
誠
を
契
う
詞
で
あ
り
、
そ
の
行
為
で
あ
る
。
孝
徳
紀
大
化
二
年
の
認
に
、
「
・
：
亡
き
人
の
た



き
も
も
し
の
び
口
と
わ
ざ
も
は
ら
こ
と
己
と
や

め
に
円
安
を
断
り
股
を
刺
し
て
誌
す
。
か
く
の
如
き
奮
き
俗
は
一
皆
悉
に
断
め
よ
。
」
と
あ
る
の
を
み
る
と
、
誌
は
単
な
る
詞
の
宣
誓
だ
け
で
な
く
、
肉
体
を
伝
つ

け
て
忠
誠
を
示
す
風
習
で
あ
っ
た
。
特
に
股
を
刺
す
の
は
、
現
在
で
も
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
ノ
ル
・
パ
プ
ア
族
の
成
人
式
に
男
根
に
鋭
い
草
の
葉
を
刺
し
通
し
、

①
 

体
を
沃
の
む
ち
で
叩
く
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
わ
が
園
の
古
代
に
も
こ
の
よ
う
な
凪
習
が
伝
わ
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

誌
を
行
う
に
は
臣
下
の
形
式
化
さ
れ
た
秩
序
に
し
た
が
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
贋
宮
の
祭
記
に
お
け
る
こ
の
秩
序
が
、
そ
の
ま
ま
古
代
社
会
の
文
配
秩
序
を
う

ち
た
て
た
の
で
あ
っ
た
。

賠
一
庭
で
行
わ
れ
る
誌
が
、
次
第
に
演
じ
ら
れ
る
要
素
を
ふ
く
み
は
じ
め
て
き
た
。
劇
的
な
表
現
性
を
お
び
は
じ
め
て
き
た
こ
と
は
、
祭
出
の
見
物
者
が
存
在

し
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。

き
た
し
ひ
め
お
ほ
お
み

推
古
帝
の
母
堅
聴
妓
を
改
葬
し
た
と
き
、
皇
子
や
大
臣
た
ち
が
誌
を
行
っ
た
の
で
あ
る
が
、

よ
ひ
と
ま

h
リ
せ
お
ま
ろ
と
り
の
お
み
え

「
時
人
云
ひ
け
ら
く
づ
昨
担
勢
と
烏a恥
伴
侶
と
の
二
人
は
能
く
誌
ま
を
し
き
。
た
だ
烏
臣
は
訣
ま
を
し
能
ざ
り
き
」
と
い
ひ
き
。
』

誌
の
山
山
来
具
合
を
批
評
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
宗
教
依
躍
は
時
と
と
も
に
見
せ
も
の
的
な
傾
向
を
も
つ
の
が
常
だ
が
、
，
頭
数
の
儀
の
誌
も
競
わ
れ
る
も

- 23 

の
と
な
っ
て
き
た
ο

こ
う
な
る
と
誌
の
詞
立
も
磨
か
れ
だ
し
、
朗
請
に
も
技
巧
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
に
違
い
な
い
。
競
わ
れ
だ
し
た
訣
は
、
一
一
一
一
口
業

を
選
択
し
、
音
律
的
に
組
立
て
、
配
列
し
、
言
語
に
よ
っ
て
イ
メ
ー
ジ
を
効
果
的
に
創
り
出
そ
う
と
す
る
創
作
力
が
う
ま
れ
て
き
た
。
聴
き
手
に
感
動
を
あ
た

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

府
一
の
祭
出
で
お
こ
な
わ
れ
る
誌
は
、
あ
く
ま
で
男
性
の
口
を
と
お
し
て
一
刑
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
内
容
的
に
は
部
肢
の
首
長
が
自
分
た
ち
の
系
譜
を
の
べ
、

わ
れ
は
き
み

天
皇
と
の
つ
な
が
り
を
詰
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
を
再
確
認
し
、
忠
誠
を
ぜ
一
う
乙
と
に
な
る
。
そ
し
て
忠
誠
と
は
相
手
を
誉
め
称
え
る
表
現
の
な
か
に
あ
る
。

る
い

従
っ
て
誌
の
主
題
は
相
手
（
故
人
）
の
生
前
の
功
縞
を
た
た
え
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
こ
そ
釘
魂
の
機
能
を
発
部
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
の
（
誌
）
司
μ
は
ト
日
村
心
不
、
一
ナ
ー
山
以
手

i

け
が
年
え
す
る
た
め
の
一
つ
の
古
〈
て
有
刀
な
白
～
比
で
あ
っ
た
は
ず
に
が
、
実
は
入
居
視
淑
も
、
た
ん
に
影
響
を

う
け
た
と
か
い
う
以
上
に
、
こ
の
町
山
内
に
恨
を
下
し
て
い
た
ら
し
い
の
で
あ
る
。
人
町
長
政
を
誌
の
副
主
か
ら
生
長
し
た
と
考
え
る
の
は
打
け
る
。
し
か
し
、

な
ぜ
訣
の
詞
立
が
生
長
し
た
か
の
問
題
は
西
郷
信
網
氏
は
ふ
れ
て
い
な
い
。

み

E
U

お
ほ
お
み

殖
医
の
聴
き
手
に
む
か
つ
て
演
じ
ら
れ
る
詩
的
表
現
と
な
っ
て
き
た
誌
は
、
皇
子
や
大
臣
や
氏
上
に
代
っ
て
専
門
的
な
朗
訪
者
が
出
現
し
、
彼
ら
に
よ
っ
て



と
な
え
ら
れ
だ
し
た
。
そ
し
て
、

わ
れ
わ
れ
は
突
如
、
人
麻
呂
と
遭
遇
す
る
の
で
あ
る
。
持
続
帝
朱
烏
三
年
（
六
八
九
）
旦
太
子
草
壁
皇
子
が
完
じ
た
と
き
、
日
並
皇
子
持
蹟
宮
之
時
柿
本
人

。
巾
き
ゅ
う
ば
ん
か

麻
呂
作
歌
一
首
井
知
一
歌
に
ふ
い
に
山
会
う
の
で
あ
る
。
こ
の
，w加
宮
拐
散
が
誌
を
母
胎
と
し
て
い
る
か
ら
に
は
、
む
し
ろ
わ
れ
わ
れ
は
日
放
皇
子
尊
の
積
百
よ
り

三
年
前
に
人
『
麻
呂
と
山
会
う
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。
即
ち
、
天
武
天
皇
の
殖
宮
の
町
に
で
あ
る
。
壬
中
の
乱
の
勝
利
点
什
で
あ
っ
た
英
雄
の
大
小
川
人
山
王
子
で
あ

り
、
律
令
制
国
米
の
強
大
な
支
配
者
で
あ
っ
た
天
武
帝
こ
そ
生
前
の
功
績
を
た
た
え
る
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物
で
は
な
い
か
。
贋
宮
の
と
き
に
作
ら
れ
る
拐
歌

は
、
死
を
悼
む
悲
歌
と
い
う
よ
り
も
、
故
人
の
功
績
を
誉
め
称
え
る
煩
歌
な
の
で
あ
る
。

正
確
に
い
え
ば
、
天
武
帝
の
演
紋
の
は
協
が
終
っ
た
の
は
、
日
並
白
王
子
尊
の
完
じ
た
時
よ
り
わ
ず
か
五
カ
月
前
で
し
か
な
い
。
天
武
帝
へ
の
拐
歌
は
皇
后
（
持

統
）
の
み
の
三
百
な
の
で
あ
る
。
前
述
し
た
と
お
り
天
武
帝
の
喪
理
は
二
年
二
カ
月
に
わ
た
り
、
朝
鮮
の
諸
国
か
ら
弔
使
が
馳
参
じ
た
ほ
ど
の
大
規
模
で
荘
重

な
も
の
で
あ
っ
た
の
に
、
わ
れ
わ
れ
は
高
葉
集
の
中
で
た
っ
た
皇
后
の
三
首
の
撹
歌
し
か
見
出
す
こ
と
が
出
来
な
い
。
天
皇
崩
御
の
際
、
皇
后
が
歌
を
つ
く
る

つ
く
る
か
、
天
武
帝
の
皇
長
女
十
市
皇
女
が
完
じ
た
と
き
（
六
七
八
年
）
天
武
帝
第
一
皇
子
高
市
皇
子
が
つ
く
っ
た
場
合
の
よ
う
に
姉
弟
闘
係
に
あ
る
者
だ
け- 24 -

の
は
天
智
帝
の
と
き
の
倭
姫
の
前
例
が
あ
り
、
額
田
女
王
、
石
川
夫
人
、
そ
の
他
女
官
が
作
歌
し
て
い
る
。
人
麻
呂
以
前
の
損
歌
は
、
親
密
な
間
柄
の
女
性
が

で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
何
故
に
皇
太
子
の
克
の
と
き
柿
本
人
麻
呂
と
い
う
廷
臣
が
突
然
視
歌
を
詠
じ
は
じ
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
五
カ
月
前
の
天
武
帝
の
蹟
宮
の

儀
の
時
は
沈
黙
し
て
い
る
の
だ
。
し
か
し
人
麻
日
は
そ
れ
以
前
か
ら
歌
は
つ
く
っ
て
い
る
。

人
麻
日
歌
集
の
中
に
は
少
数
の
人
麻
日
以
外
の
作
は
あ
っ
て
も
大
部
分
は
人
麻
呂
の
歌
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。
人
麻
日
の
署
名
の
あ
る
作
品
が
宮
廷
詩

③
 

人
と
し
て
の
時
代
の
作
が
主
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
人
麻
呂
歌
集
の
作
は
そ
れ
以
前
の
歌
、
い
は
ば
若
き
人
麻
日
の
歌
で
あ
る
と
す
れ
ば
解
決
さ
れ
る
。
人
麻

日
は
高
葉
集
以
外
に
所
伝
は
な
く
、
斎
藤
茂
吉
の
考
詮
で
は
文
武
朝
の
慶
雲
四
年
（
七
O
七
）
に
四
十
五
歳
、
官
位
は
六
位
以
下
で
石
見
で
残
し
た
。
そ
う
す
る

と
日
並
皇
子
尊
の
積
宮
拐
歌
を
も
っ
て
初
登
場
し
た
と
き
の
人
麻
日
は
二
十
七
歳
で
あ
る
。

人
麻
日
歌
集
の
歌
は
短
歌
三
三
八
、
旋
頭
歌
三
五
長
歌
二
、
合
計
三
七
五
首
。
人
麻
日
と
署
名
の
あ
る
作
品
は
長
歌
一
九
首
、
短
歌
七
五
首
、
合
計
九
四
首

④
 

で
あ
る
。
実
に
全
作
品
の
約
八
割
は
二
十
七
歳
以
前
の
若
い
時
代
の
作
な
の
だ
。
彼
が
宮
廷
詩
人
と
し
て
名
の
り
を
あ
げ
た
と
き
は
、
す
で
に
彼
の
作
品
の
大

部
分
は
完
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
人
麻
日
が
天
武
帝
に
揖
歌
を
奉
献
し
な
か
っ
た
の
は
天
皇
の
場
合
、
誌
を
も
っ
て
表
現
す
る
の
が



ま
だ
公
式
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
た
し
か
に
人
麻
呂
の
拐
歌
が
皇
子
と
皇
女
の
た
め
に
だ
け
あ
っ
て
天
皇
へ
の
も
の
が
一
作
も
な
い
の
は
事
実
で
あ
る
。
し

か
し
こ
の
こ
と
を
も
っ
て
宮
廷
揖
歌
の
性
質
を
証
明
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
な
ぜ
な
ら
天
皇
へ
の
掻
歌
も
皆
無
で
あ
る
が
、
皇
子
や
皇
女
へ
の
挽
政
も
人

麻
呂
以
後
に
な
る
と
ふ
っ
と
消
え
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

宮
廷
拐
歌
と
は
突
然
人
麻
呂
と
と
も
に
現
わ
れ
、
人
麻
巨
と
と
も
に
消
え
う
せ
た
詩
で
あ
る
。

う
じ
な

い
っ
た
い
柿
本
人
麻
日
と
は
ど
う
い
う
人
物
な
の
で
あ
ろ
う
。
柿
本
の
氏
名
は
天
武
紀
の
十
年
十
二
月
二
九
日
の
記
事
に
初
め
て
出
て
く
る
。
そ
の
日
、
や

か
き
泊
も
と
の
お
み
ぎ
る

が
て
文
武
朝
に
遣
唐
使
と
な
り
帰
国
し
て
園
政
に
活
躍
し
た
栗
田
臣
真
人
を
ふ
く
め
た
十
名
が
小
錦
下
の
位
を
授
け
ら
れ
る
が
、
そ
の
な
か
に
柿
本
臣
援
が
い

る
。
小
錦
下
の
位
は
天
智
天
皇
三
年
に
冠
位
二
十
六
階
級
を
定
め
た
う
ち
の
十
二
番
目
の
位
で
正
六
位
下
に
相
当
す
る
。
小
錦
下
の
位
は
そ
の
年
に
新
羅
へ
つ

か
ぱ
ね
あ
ぞ
み

か
わ
さ
れ
た
大
使
の
采
女
臣
竹
羅
が
小
錦
下
と
あ
る
か
ら
お
よ
そ
の
地
位
が
推
察
で
き
る
。
そ
れ
か
ら
三
年
後
、
五
十
二
の
氏
が
姓
を
賜
わ
り
朝
臣
と
な
る
が
、

そ
の
な
か
に
再
び
柿
本
臣
の
文
字
が
あ
る
。
天
武
朝
下
の
こ
う
し
た
昇
進
は
壬
申
の
乱
の
論
功
行
賞
な
の
で
あ
る
か
ら
、
柿
本
氏
は
大
海
人
皇
子
に
し
た
が
っ

し
か
し
、
人
麻
呂
が
慶
雲
四
年
頃
四
十
五
歳
位
で
死
ん
だ
と
す
れ
ば
、
彼
は
壬
申
の
乱
の
と
き
わ
ず
か
十
歳
で
あ
る
。
と
て
も
戦
列
に
は
加
わ
っ
て
い
な
い
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て
戦
功
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

し
、
戦
乱
を
身
を
も
っ
て
経
験
し
た
と
は
い
え
な
い
。
と
こ
ろ
が
最
も
人
麻
日
の
長
歌
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
、
寓
葉
集
の
作
品
の
う
ち
で
白
眉
と
さ
れ
て
い

る
の
が
、
高
市
皇
子
尊
城
上
贋
宮
之
時
柿
本
朝
巨
人
麻
日
作
歌
一
首
井
短
歌
で
あ
る
。

一
両
市
皇
子
が
天
武
帝
の
第
一
皇
子
と
し
て
、
主
申
の
乱
に
十
九
歳
で
父
を
た
す
け
て
奈
戦
し
た
有
様
は
日
本
書
紀
に
記
録
し
て
あ
る
。
乙
の
一
両
市
皇
子
の
莞

去
に
人
麻
巴
は
蔦
葉
集
中
で
い
ち
ば
ん
長
い
一
四
九
句
か
ら
成
る
長
歌
を
詠
じ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
と
の
長
歌
の
半
分
に
あ
た
る
七
五
句
が
壬
申
の
乱
の
戦

場
を
叙
事
的
に
歌
っ
て
い
る
の
も
、
拐
歌
が
故
人
の
生
前
の
功
績
を
た
た
え
る
も
の
で
あ
り
、
誌
を
母
胎
と
し
て
生
育
し
た
詩
で
あ
る
か
ら
だ
。
乙
の
意
味
で

高
市
皇
子
へ
の
贋
宮
揖
歌
乙
そ
高
葉
集
中
の
あ
ら
ゆ
る
拐
歌
の
う
ち
で
最
も
典
型
的
な
歌
で
あ
る
。

ト
ト
ノ
ツ
ゾ
ミ
オ
ト
イ
カ
ァ
チ
コ
エ
ナ
ク
ダ
オ
ト
ホ
モ
ロ
ピ
ト
オ
と
ナ
ピ

：
・
整
ふ
る
鼓
の
音
は
、
雷
の
聾
と
聞
く
ま
で
、
吹
き
鳴
せ
る
小
角
笛
の
音
も
、
あ
だ
み
た
る
虎
か
時
ゆ
る
と
、
諸
人
の
怖
ゆ
る
ま
で
に
、
捧
げ
た
る
旗
の
原

ム
タ
ユ
ハ
ズ
什
ヤ

き
は
、
ふ
ゆ
ご
も
り
春
さ
り
来
れ
ば
、
野
遁
毎
に
つ
き
で
あ
る
火
の
、
風
の
共
磨
け
る
如
く
、
取
り
も
て
る
弓
拐
の
騒
ぎ
、み
雪
降
る
冬
の
林
に
、
嵐
か
も
い



今
一
ゾ
コ
シ
ゲ
キ

捻
き
渡
る
と
思
ふ
ま
で
、
間
き
の
恐
く
、
引
き
放
つ
矢
の
繁
け
く
、
お
ほ
ゆ
き
の
乱
れ
て
来
た
れ
・

（
巻
釘
二
、
一
九
九
）

壬
申
の
乱
の
部
分
で
あ
る
が
、
戦
相
場
を
対
象
と
し
な
が
ら
こ
の
表
現
は
写
実
的
で
な
い
。
反
写
実
的
な
の
で
あ
る
。
十
歳
く
ら
い
だ
っ
た
人
麻
目
に
は
壬
申

の
乱
を
迫
体
験
し
て
再
現
さ
す
の
は
不
可
能
だ
っ
た
。
彼
に
と
っ
て
ほ
日
本
書
紀
の
記
述
者
が
壬
中
の
乱
を
熱
っ
ぽ
く
絞
る
だ
け
の
戦
場
体
験
は
な
い
。
む
し

ろ
勝
利
に
附
く
あ
の
戦
は
年
長
者
の
語
り
に
よ
っ
て
人
麻
巨
の
イ
メ
ー
ジ
を
か
り
た
て
た
。
だ
か
ら
彼
は
白
か
ら
が
育
ん
で
い
た
イ
メ
ー
ジ
を
表
現
し
た
だ
け

で
あ
る
。
そ
し
て
人
麻
呂
は
、
誌
と
は
あ
く
ま
で
も
言
葉
の
響
き
で
あ
る
こ
と
を
熟
知
し
て
い
た
。

鼓
の
音
で
あ
り
、
小
何
倍
の
音
で
あ
り
、
弦
の
音
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
百
の
、
虎
の
、
瓢
風
の
イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
聴
き
手
の
恕
保
力
を
喚
起
さ
せ
る
の

だ
。
一
日
川
市
旦
子
の
蹟
庭
に
ぬ
か
ず
い
て
い
る
今
は
す
で
に
老
い
た
丈
夫
た
ち
に
。

人
麻
巴
は
わ
ず
か
四
首
の
長
歌
と
九
首
の
短
歌
を
贋
宮
授
歌
と
し
て
残
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
四
人
の
皇
子
、
皇
女
の
た
め
に
で
あ
る
が
、
い
っ
た
い
ど

ん
な
某
準
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
草
庄
内
王
子
と
一
州
市
皇
子
は
天
武
帝
を
父
と
し
、
克
去
の
際
は
そ
れ
ぞ
れ
皇
子
尊
、
つ
ま
り
旦
太
子
で
あ
っ
た
。
日
並
（
草
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監
）
皇
子
尊
の
死
後
、
一
両
市
皇
子
は
後
皇
子
尊
と
称
さ
れ
た
。
川
島
皇
子
と
明
日
呑
皇
女
は
天
智
帝
を
ハ
久
と
し
て
い
る
。
川
民
皇
子
の
場
合
は
柏
瀬
部
旦
女
、
忍

坂
部
旦
子
に
献
じ
た
の
で
あ
っ
て
、
川
島
｛
王
子
の
妃
で
あ
る
泊
瀬
部
皇
女
は
天
武
帝
の
皇
女
で
あ
り
、
忍
坂
部
主
子
は
同
母
兄
で
あ
る
。
だ
が
川
民
主
子
は
天

武
帝
と
早
一
后
（
持
統
）
と
共
に
吉
野
で
む
す
ん
だ
六
旦
子
の
岡
山
に
加
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
天
武
帝
の
皇
子
と
し
て
み
な
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
自
王
子
た
ち

が
協
力
す
る
こ
と
を
引
い
っ
た
の
は
天
武
紀
に
よ
る
と
八
年
五
月
五
日
で
、
草
川
也
、
大
津
、
一
品
市
、
河
川
川
（
川
島
）
、
忍
監
（
忍
坂
部
）
、
十
」
乙
基
主
宣
貝
）
の
六

主
子
で
、
川
口
里
子
と
志
貴
里
子
の
二
人
だ
け
が
天
押
帝
を
父
と
す
る
。
懐
風
一
泌
に
よ
れ
ば
大
浬
里
子
の
謀
叛
を
府
内
止
口
し
た
の
が
河
川
川
（
川
島
）
里
子
で
あ
っ

た
。た

だ
一
人
の
女
性
で
あ
る
明
日
呑
主
女
は
、
日
の
円
山
同
姫
の
父
、
つ
ま
り
母
方
の
杭
八
人
が
大
化
改
祈
伎
の
左
大
臣
と
し
て
最
一
什
位
に
あ
っ
た
支
併
合
梯
麻

日
で
あ
る
。
人
麻
日
の
最
後
の
硝
一
宮
挽
玖
は
こ
の
明
日
芥
皇
女
の
完
去
の
際
に
作
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
十
人
武
夫
主
四
年
（
七

O
O
）
四
月
四
日
に
立
女
は
死

ん
で
い
る
。
人
麻
呂
が
拐
改
を
献
じ
た
四
人
の
皇
子
皇
女
の
克
じ
た
年
月
H

を
み
る
と
、

持
統
帝
三
年
（
六
八
九
）
四
月
十
三
日

H

並
皇
子
専



持
統
帝
五
年
（
六
九
一
）
九
月
九
日

川
島
皇
子

持
統
官
十
年
（
六
九
六
）
七
月
十
日

市
「？

十
人
武
帝
四
年
（
七O
O
）
凶
A

四
日

柿
本
人
麻
い
い
が
初
め
て
名
を
な
の
っ
て
登
場
し
た
の
が
日
並
主
子
専
の
蹟
宮
拐
故
で
あ
る
か
ら
、
明
日
呑
皇
文
ま
で
十
一
年
間
ほ
ど
蹟
宮
拐
歌
の
作
者
と
し

｜月
f] 

存
よへ

て
活
躍
し
た
だ
け
で
あ
り
、
三
十
八
歳
以
後
の
七
年
間
は
も
は
や
蹟
庇
に
新
し
く
人
麻
呂
拐
歌
が
朗
詠
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

人
麻
呂
は
十
一
年
聞
に
四
度
し
か
漬
宮
掻
吹
を
作
る
機
会
が
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
。
明
日
芥
皇
女
の
逝
去
し
た
前
年
、
文
武
帝
三
年
（
六
九
九
）
七
月
に

天
武
官
の
第
六
皇
子
で
あ
る
弓
削
皇
子
が
死
ん
で
い
る
の
だυ
撹
吹
を
献
げ
る
公
準
に
し
た
が
え
ば
当
然
人
麻
呂
は
こ
の
時
に
も
作
品
を
も
の
に
し
て
い
る
筈

で
あ
る
。
だ
が
高
葉
集
に
は
残
っ
て
い
な
い
の
だ
。
弓
削
2
pナ
と
人
麻
日
は
若
い
時
代
か
ら
特
に
親
ん
や
川
な
関
係
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
人
麻
呂
歌
集
に

は
弓
削
皇
子
に
献
げ
た
放
が
あ
る
か
ら
だ
。
だ
か
ら
弓
削
皇
子
の
贋
宮
に
は
人
麻
呂
の
拐
歌
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
な
の
に
無
い
。
彼
の
拐
敢
に
代
っ
て
寓
葉

お
き
そ
め
の
あ
ず
ま
ひ
と

集
は
弓
削
皇
子
を
悲
し
む
置
始
束
人
な
る
も
の
の
歌
三
首
を
記
枕
し
て
い
る
の
だ
。
人
麻
呂
が
以
前
に
弓
削
皇
子
に
献
げ
た
歌
を
こ
の
と
き
の
贋
宮
に
も
ち
い

た
の
で
新
し
く
拐
歌
を
つ
く
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
な
ら
ば
淫
九
、

一
七O
一
、
一
七
O
二
、
一
七
O
三
の
弓
削
皇
子
に
奉
っ
た
作
者
不
明
の
短
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歌
な
ど
も
贋
宮
撹
政
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
は
な
い
が
通
用
し
た
こ
と
に
な
る
。

明
日
呑
皇
女
へ
の
拐
改
を
最
後
と
し
て
、
え
に
贋
宮
拐
歌
は
消
滅
す
る
。
五
年
後
の
忍
店
内
王
子
（
天
武
常
第
九
皇
子
）
の
死
の
際
に
は
一
首
の
揖
政
も
み
る

こ
と
は
山
米
な
い
。
そ
れ
を
人
麻
日
が
す
で
に
石
見
囚
へ
下
っ
て
い
た
の
で
不
在
だ
っ
た
と
加
山
づ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
な
ら
置
始
束
人
で
あ
ろ
う

と
他
の
者
が
昂
政
そ
半
っ
て
も
い
い
の
だ
。
主
要
な
こ
と
は
、
明
日
存
皇
女
の
完
去
を
坑
と
し
て
、
演
宮
拐
政
が
忽
然
と
安
を
け
し
た
の
で
あ
る
。
と
と
に
一

つ
の
大
き
な
秘
官
が
ひ
そ
ん
で
い
る
よ
う
に
忠
わ
れ
る
。

い
っ
た
い
拐
放
を
必
要
と
し
た
沿
は
ど
乙
で
あ
っ
た
か
、
と
い
う
点
か
ら
考
え
る
。
揖
歌
が
朗
唱
さ
れ
る
の
は
蹟
殺
の
儀
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
演
宮
を
し

つ
ら
え
て
、
み
ま
か
っ
た
人
の
蹴
止
士
セ
信
じ
て
の
魂
ふ
り
の
長
い
喪
穫
の
明
日
を
も
っ
、
こ
れ
が
古
く
か
ら
伝
え
ら
れ
て
い
た
非
制
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
太
古

か
ら
の
習
わ
し
を
否
定
す
る
も
の
が
出
現
し
た
。
火
葬
で
あ
る
。

明
日
香
皇
女
の
死
の
前
月
、
史
書
は
惜
辺
昭
の
火
花
計
を
記
し
、
や
が
て
三
年
後
の
文
武
帝
大
宝
三
年
（
七
O
三
）
十
二
月
十
七
日
に
は
太
上
天
皇
（
持
統
）



が
天
主
と
し
て
初
め
て
飛
鳥
同
で
火
非
に
ふ
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
乙
れ
以
後
の
天
皇
は
火
葬
が
つ
づ
き
、
皇
室
か
ら
上
層
階
級
へ
と
火
葬
の
風
習
が
ひ
ろ
が

み
も
の
ζ
と

っ
て
行
く
の
で
あ
る
。
と
れ
と
と
も
に
喪
程
の
期
間
は
栢
め
て
短
く
な
り
、
精
一
宮
拐
歌
を
必
要
と
し
た
内
的
な
理
由
も
外
的
の
条
件
も
い
ち
じ
る
し
く
失
っ
て

き
た
の
で
あ
る
。
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『
上
代
葬
儀
の
精
神
』
（
全
集
第
二
十
巻
）
（
巾
央
公
論
社
）

『
万
主
柴
の
民
俗
学
的
研
究
』
（
校
合
苦
一
川
）

『
古
墳
と
大
和
政
権
』
『
解
釈
と
鈍
立
』
別
冊
第
六
号

『
古
代
日
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人
の
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生
活
』
（
全
集
第
二
十
巻
）
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日
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祭
』
（
全
集
第
十
巻
）
（
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摩
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口
4
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古
事
記
』
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一
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（
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文
庫
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『
日
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紀
』
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口
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註
（
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日
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社
）
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六
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- 28 -

『
生
活
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化
の
発
生
』
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巻
（
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店
）

『
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語
高
主
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ハ
上
）
』
折
口
一
一
い
夫
全
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第
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品
川
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『
柿
本
人
麿
』
（
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波
講
座
）

『
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集
と
そ
の
前
後
』
（
万
江
辛
口
院
）


